
 防府都市計画地区計画の変更について（防府市決定） 
 
  防府都市計画防府駅てんじんぐち地区地区計画を次のように変更する。 
 
   

名    称   防府駅てんじんぐち地区地区計画

位    置   防府市天神一丁目、栄町一丁目、戎町一丁目及び八王子一丁目の各一部

面    積   約  ６．７ ha

 
 

地 区 計 画 の 目 標 

 当地区は、ＪＲ防府駅てんじんぐちに面する防府市の中心市街地の一角であり、連続立体交差事業や防府駅北土地 
区画整理事業等の市街地開発事業により、商業、業務等の集積地としての利用が期待される地区である。 
 このため地区計画の策定により、適正かつ合理的な土地利用を図るとともに、防府市北部の玄関口にふさわしい活力 
ある地域の拠点として良好な都市景観の形成や保持を目標とする。 

 
 

土 地 利 用 の 方 針 

 当地区を市民が集い、賑わいとときめきのあるエリアとして位置づけ、商業、業務、サービス系施設の充実を図る。 
 ・ てんじんぐち駅前広場周辺は、防府市地域交流センターを中心に多目的広場等の施設を配置し、地域住民のみ 
  ならず、幅広く市民の文化、交流の拠点及び憩いの場として整備する。 
 ・ 駅通り牟礼線沿いは、商業施設の集積と駐車場や公共施設の導入による商業ゾーンとする。 
 ・ 戎町迫戸線沿いは、賑わいのある商業、業務ゾーンとする。 

 

地 区 施 設 の 整 備 方 針 
 てんじんぐち駅前広場、戎町大林寺線（自転車歩行者専用道路）や東西・南北の幹線街路である駅通り牟礼線、赤 
間通り線及び戎町迫戸線を基軸とし、その他都市計画道路、区画道路、多目的広場についても、地域の特性を損なわ 
ないように整備するとともに、維持、保全に努める。 
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建 築 物 等 の 整 備 方 針  駅周辺の施設を中心に、自然や環境と調和した賑わいのある良好な市街地景観の形成を図るため、商業、業務機 
能を充実し土地利用の高度化を図るとともに、建築物の用途、色彩その他必要な基準を定める。 
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多目的広場 面積 約３，０００㎡ 
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道  路 
区画道路１８ｍ   幅員１８ｍ  延長 約７５ｍ 
 
区画道路９ｍ    幅員 ９ｍ  延長 約６９ｍ 

 

建築物の用途の制限 

 次の各号の一に該当する建築物は、建築してはならない。 
１ 工場（ただし、店舗の用途に付属するものを除く。） 
２ 倉庫（ただし、付属するものを除く。） 
３ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項第５号、第６号及び同条第６項第１号から第 
  ６号に規定するもの 

区分の名称 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 ＤＥ地区 地 区 の

区   分 区分の面積 約0.7ha 約1.2ha 約0.9ha 約0.4ha 

建築物の用途制限 
 駅通り牟礼線、栄町中央町

線、区画道路１８ｍの道路境

界線に面する１階部分は、住

宅、共同住宅、宿舎又は下宿

の用に供する建築物を建築し

てはならない。 

 駅通り牟礼線、栄町中央町

線の道路境界線に面する１階

部分は、住宅、共同住宅宿舎

又は下宿の用に供する建築物

を建築してはならない。 

 赤間通り線、八王子駅南町

線の道路境界線に面する１階

部分は、住宅、共同住宅、宿

舎又は下宿の用に供する建築

物を建築してはならない。 

 赤間通り線、駅通り牟礼 
線、戎町迫戸線の道路境界 
線に面する１階部分は、住 
宅、共同住宅、宿舎又は下 
宿の用に供する建築物を建 
築してはならない。 
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建築物の高さの最低限度 
 駅通り牟礼線、栄町中央町

線、区画道路１８ｍの道路境

界線に面する建築物の高さは

６ｍ以上とする。 

 駅通り牟礼線、栄町中央町

線の道路境界線に面する建築

物の高さは６ｍ以上とする。

 赤間通り線、八王子駅南町

線の道路境界線に面する建築

物の高さは６ｍ以上とする。

 赤間通り線、駅通り牟礼 
線、戎町迫戸線の道路境界 
線に面する建築物の高さは 
６ｍ以上とする。 

 



 

建築物等の形態又は意匠 
の制限 

 防府市の玄関口にふさわしい景観形成を図るため、建築物等の外壁若しくはこれに代わる柱等の色彩は刺激的な 
原色を避け、周囲と調和した色調にするものとする。 
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かき又はさくの構造の制 
限 

 道路境界線に面する部分にかき、又はさくを設置してはならない。 
ただし次の各号に掲げるかき、又はさくの構造のものはこの限りでない。 
 １ 生垣 
 ２ 高さ６０ｃｍ以下のコンクリートブロック、レンガ、石積等の基礎部の上に透視可能なフェンス等を施した 
  もの、又は植栽を組み合わせたもので地盤面からの高さが１．５ｍ以下のもの。 

備 考  
 

土地に関する基本方針 

  当地区内は、市街地における小規模建築物の建築を抑制するとともに、土地の合理的かつ健全な 
高度利用と、都市機能の増進を図る必要がある。 
 従って、当地区内の低層部には地域商業の活性化に資するため個性的な店舗群を配置し、敷地内 
のほぼ中央に賑わい創出のための広場を設ける。また、中層部には駅前の利便性を活かした公共公 
益的施設を導入するとともに、空洞化が進む中心市街地の定住人口の増加を図るため、上層部に都 
市型住宅を配置する。 

 面積 
 約1.5ha 

 

再 
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発 
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促 
進 
区 都市計画法第１２条の５第４ 

項第２号に定める施設 敷地内広場 約２,１００㎡ 
 

「区域、地区の細区分、再開発等促進区及び都市計画法第１２条の５第４項第２号に定める施設」は計画図表示のとおり」 
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